









は、歯科医院で専門的な口腔ケアを受ける。平成 年 月に厚生労働省が実施した第 回歯科疾患実態調査結












































































　 は、最終濃度１ｘ －５Ｍ～１ｘ －４Ｍの範囲内では のビーズ貪食能を亢進した。一方、
ｘ －３Ｍ以上の高濃度では貪食能を抑制した。
２． による 細胞死の誘導
　 培養液中に を添加し３日間培養後、７－ 陽性細胞比率をフローサイトメトリー













　 マウスでカルシトニン（ ）遺伝子のエクソン４を欠損させた ノックアウトマウス（
）を作出した。 個のアミノ酸から成る分子量 のプロカルシトニン（ ）は、Ｎ末端側に ア
ミノ酸から成る領域があり、中央に アミノ酸から成る 部分、Ｃ末端側に アミノ酸から成るカタカルシ
ン部分が存在する。作成したマウスはこの全領域を欠損する。妊娠、出産、哺乳における系統の維持に問題が
ないことを確かめ、以下の検討を行った。
目的： マウスのカルシウム代謝、骨代謝（骨塩量の増加と、骨強度）の変化を明らかにし、 の新
しい生物学的役割を明らかにする。
方法：オステオカルシン、 の測定：血清を用いた 法
骨形成速度および蛍光写真：テトラサイクリン投与３日後にカルセインを投与して約３６時間後に骨採取し観
察した。（伊藤骨形態計測研究所）
骨強度測定：後肢大腿骨を用いて 法（ ）にて計測した。
（ 社）
結果： マウスでは、甲状腺の 陽性細胞（Ｃ細胞）を欠如する。すなわち甲状腺は出生後組織学的
変化が見られないが、Ｃ細胞の分化は見られない。甲状腺より抽出した からも 法にて
の増幅は認められないことを確認した。血清のカルシウム値、リンの値は マウスで（有意差
はないが）高値を示した。骨形成マーカー 、骨吸収マーカー （
）も マウスで高値を示した。骨密度は（有意差はないが） マ
ウスで高値を示した。
結論：カルシトニン（ ）の既知のホルモン作用は、破骨細胞機能を抑制し、骨からのカルシウム動員を低
下させ、血中カルシウム値を下げる作用が知られている。すなわち は骨形成に促進的に働くと考えられて
いる。しかし マウスにおいて、 の欠損は骨代謝を活性化し、骨形成の促進と骨強度の増加が見ら
れた。以上の結果より、 は骨形成の抑制作用があり、 マウスではこの抑制が解除された結果、骨
形成が促進されると推察した。
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